
日本社会事業大学教授 阿部實先生 追悼シンポジウム 
日本社会事業大学創立 70 周年記念事業 

社会福祉士資格の新たな局面 
―社会福祉士及び介護福祉士法成立 30周年に向けて― 

平成28年３月20日（日）13:00～17:00 
日本社会事業大学清瀬キャンパス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

社会福祉士及び介護福祉士法が1987（昭和62）年に成立して、2017年で30周年を迎えます。 

2015年２月に出された社会保障審議会福祉人材確保専門委員会の報告書では、社会福祉士についての議論を重

ねる必要性が示され、さらに９月の「新たな時代に対応した福祉の提供ビジョン」（厚労省）は、地域包括ケア

システムや複合的な課題を抱える者の支援において、社会福祉士の知識・技能が発揮されることへの期待が示さ

れました。 

そこで、本会の基調講演では、厚生労働省の専門官から「新たな時代に対応した福祉の提供ビジョン」の概要

を報告していただき、シンポジウムでは、それを踏まえ、各界を代表したシンポジストにより今後の社会福祉士

の在り方等について議論を深めたいと考えています。 

主催：日本社会事業大学 阿部實先生ゼミナール卒業生有志 
共催：日本社会福祉士養成校協会 関東甲信越ブロック 多摩支部 
後援：公益法人 東京都社会福祉士会 

開会の挨拶 13:00 
基調講演  13:15～14:15 
～社会福祉士に期待される役割と養成のあり方を中心に～ 
講師：松下能万（厚生労働省社会・援護局社会福祉専門官） 
シンポジウム 14:30～16:45 
「期待される社会福祉士像」 

シンポジスト 
圷  洋一（日本女子大学人間社会学部准教授）・社会福祉学教育の視点から 
有村 大士（日本社会事業大学社会福祉学部准教授）・子ども家庭福祉分野から 

  森田 智仁（東京都社会福祉士会理事）・職能団体から 
コーディネーター：佐竹要平（日本社会事業大学通信教育科専任講師） 
指定発言 

総  括  市川一宏（ルーテル学院大学学事顧問） 

故 阿部實 先生 
昭和 62 年～平成２年まで厚生省社会局庶務課社会福祉専門官として「社会福祉士及び介護福祉士法」の施行

に当たって尽力されました。日本社会事業大学在任中の平成 25 年３月 19 日に急逝されました。 
本シンポジウムは先生このご遺志を実現しつつ、先生のご遺徳を偲ぶため開催することとしたものです。 



日時：平成 28 年３月 20 日（日） 

13:00～17:00 

場所：日本社会事業大学 清瀬キャンパス 

Ｂ棟 101 教室 

   （東京都清瀬市竹丘 3-1-30） 

西武池袋線 清瀬駅下車 

参加費：500 円（資料代） 

※当日受付にてお支払いください。 

 ※学生無料（学部生・大学院生・通信生） 

  当日学生証をご提示ください。 

申し込み方法：下記のフォームをファックスするか、 

メールにてお申し込みください。 
連絡先・申し込み先：〒204-8555 東京都清瀬市竹丘 3-1-30 

日本社会事業大学 通信教育科 
佐竹要平研究室 

          tel   : ０４２－４９６－３２１６ 
                    fax  : ０４２－４９６－３２１６ 
          e-mail: satake@jcsw.ac.jp 
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日本社会事業大学教授 阿部實先生 追悼シンポジウム 
申し込みフォーム 

 
ご 氏 名：                      
 
ご 所 属：                      
 
連絡先電話：                      
 
e-mail     :                       
 

ご送付先： 日本社会事業大学 佐竹研究室 

fax ０４２－４９６－３２１６ 
 

fax が送れない場合はお手数は、以下の e-mail まで上記の項目をご送信ください。 

e-mail satake@jcsw.ac.jp 


